
平成 30年 2月 16日

九 州 地 方 整 備 局

「第３回防災・減災シンポジウム」を開催します。

～社会・地域・住民で水防災意識を未来に繋いでいくために～

「新たなステージに対応した防災・減災キャンペーン」として、九州各

地の豪雨災害に対するハード・ソフト対策に係る普及活動を平成２７年度

より展開しています。

本シンポジウムでは、東京大学の小池名誉教授らをお招きして、「暮ら

しのなかで防災を考え、災害の記憶を未来に語り継ぎ、頻発する豪雨へ備

える」をテーマに、地域防災力の強化・維持を目指します。

■開催日時等

1)開催日時：平成30年2月28日（水）13:30～16:30

2)開催場所：久留米シティプラザ 久留米座

久留米市六ツ門町８－１

3)参加費等：参加費無料

（要申込み、定員399名 ※応募多数の場合は抽選）

4)申込方法：下記WEBから受け付けております。
http://www.qsr.mlit.go.jp/n-kawa/bousai/symposium

（締切：平成30年2月22日(木)）

■主 催：九州地方整備局

共 催：福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、

北九州市、福岡市、熊本市、九州経済連合会

■プログラム：別紙参照

■その他 本シンポジウムはCPD及びCPDSの認定を受けています。
（一般社団法人）建設コンサルタンツ協会 CPD プログラム認定：2.83単位

（一般社団法人）全国土木施工管理技士会連合会 CPDSプログラム認定：2unit

【問い合わせ】国土交通省九州地方整備局

水災害予報センター長 光武 孝弘（内線 3851）

水災害対策専門官 安部 剛（内線 3852）

ＴＥＬ：092－471－6331（代）

092－707－0110（直通）

http://www.qsr.mlit.go.jp/n-kawa/bousai/symposium


別紙 

第３回 防災・減災シンポジウム 

～社会・地域・住民で水防災意識を未来に繋いでいくために～ 

 

日時：平成３０年２月２８日（水）１３時３０分～１６時３０分 

会場：久留米シティプラザ 久留米座（久留米市六ツ門町８－１） 

 

～次 第～ 

 

１．開会挨拶 

九州地方整備局長  増田 博行 

 

２．来賓挨拶 

 

３．基調講演 

「頻発する水災害の背景と地域防災力の向上」 

小池 俊雄（水災害・リスクマネジメント国際センター センター長） 

（東京大学 名誉教授） 

（社会資本整備審議会 河川分科会 会長） 

 

４．パネルディスカッション 

１．「九州北部豪雨」報告 

テーマ：平成 29 年 7 月九州北部豪雨による水害からの教訓 

～中小河川における水・土砂・流木災害リスクにどう立ち向かうか？～ 

報告者：矢野 真一郎（九州大学 教授） 

 ２．パネルディスカッション 

テーマ：頻発する水災害への住民・地域・社会全体での備え 

        ～いのちを守る避難行動と地域防災力の向上～ 

コーディネーター 小松 利光（九州大学 名誉教授） 

パネリスト    岩崎 正朔（丸亀市川西地域自主防災会 会長） 

伊藤 睦人（朝倉市松末地域コミュニティ協議会 会長） 

柳原 志保（防災士） 

森山 志織（飯塚市立鯰田小学校 校長） 

原田 啓介（日田市長） 

竹島 睦 （九州地方整備局 河川部長） 

 

５．閉会 
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